
芥川流域水害対策計画の策定に向けて
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芥川流域水害対策協議会

資料4



気候変動による水災害の激甚化・頻発化

１



「流域治水」の本格的実践～特定都市河川浸水被害対策法の適用～

2

 特定都市河川浸水被害対策法は、都市部を流れる河川の流域において浸水被害が頻発していたことから、都市部
の河川流域における浸水被害対策の新たなスキームとして平成15年に制定。

 全国各地で水災害が激甚化・頻発化したことを受けて、あらゆる関係者が協働して取り組む「流域治水」の実効性を
高める法的枠組みとして、令和３年に改正。



「流域治水」の本格的実践～特定都市河川浸水被害対策法の適用～
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 特定都市河川制度に基づき、引き続き流域治水の本格的実践に取り組む。



芥川流域の概要

 芥川は、総流路延長約23.2km（うち一級河川指定区間流路延長は19.3km）、流域面積は約50.1km²の一級河川で
 あり、下流2.7kmは国土交通大臣管理区間。
 芥川（支川：女瀬川、真如寺川、東山川、西山川、田能川含む）は北摂山系に水源を発し、流域の河川は淀川に注ぎ

 込んでいる。
 芥川流域は、高槻市・京都市の２市で構成され、芥川の下流は高槻市役所、鉄道（JR京都線、東海道新幹線）等の

交通網があり、人口・資産が集積している。（市街化率が概ね５割以上）
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【芥川流域図】【芥川特定都市河川流域図】



芥川流域の概要 浸水想定区域図（浸水深）

○令和２年３月に洪水浸水想定区域を指定。市街地で0.5m～5.0mの浸水深が想定されている。
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６河川の浸水想定区域図の詳細版
（２，４，６、８）は６ページに記載１

※掲載の図については、大阪府が公表している淀川水系
淀川右岸ブロック（芥川、女瀬川、真如寺川、西山川、東
山川、田能川、檜尾川、東檜尾川、水無瀬川、年谷川）で
の浸水想定であり、芥川特定都市河川の浸水想定を表し
たものではありません。



芥川流域の概要 浸水想定区域図（浸水深）
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○令和２年３月に洪水浸水想定区域を指定。市街地で0.5m～5.0mの浸水深が想定されている。



芥川流域の概要 浸水想定区域図（浸水時間）

○令和２年３月に洪水浸水想定区域を指定。芥川下流域では12時間～24時間の浸水時間が想定されている。
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６河川の浸水想定区域図の詳細版
（２，４，６、８）は８ページに記載１

対象の６河川

芥川

女瀬川

真如寺川

東山川

西山川

田能川

※掲載の図については、大阪府が公表している淀川水系
淀川右岸ブロック（芥川、女瀬川、真如寺川、西山川、東
山川、田能川、檜尾川、東檜尾川、水無瀬川、年谷川）で
の浸水継続時間であり、芥川特定都市河川の浸水継続
時間を表したものではありません。



芥川流域の概要 浸水想定区域図（浸水時間）
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○令和２年３月に洪水浸水想定区域を指定。芥川下流域では12時間～24時間の浸水時間が想定されている。



これまでの主な浸水被害

 芥川流域では過去から深刻な浸水被害が頻発。
 大正6年には大雨（大塚切れ）により芥川が決壊し、昭和42年には女瀬川が決壊し床下床上浸水と甚大な被害。

発生年 月日 異常気象名 主な被害

T6 10/1 大雨（大塚切れ） 浸水・流失家屋約15，000戸、淀川、芥川決壊

S25 9/3 ジェーン台風 全壊61 戸、半壊 66 戸、一部倒壊 415 戸、浸水等 8,262 戸

S28 9/25 台風第13号 全壊297 戸、半壊 30 戸、床上 467 戸、床下7,926 戸、檜尾
川、芥川決壊

S42 7/8～7/9 北摂豪雨 全壊2 戸、半壊 16 戸、床上 707 戸、 6,559戸、道路決壊 62 
か所、堤防決壊 69 か所 女瀬川決壊

H24 8/14 集中豪雨 床上247 戸、床下 597 戸、道路冠水 69 か所

H30 7/5～7/7 平成30年７月豪雨 開設避難所39 か所、避難者 213 名、道路冠水 16 か所、が
け崩れ 12か所、全壊 1 戸

H30 9/4～11/20 台風第21号 開設避難所26 か所、避難者 371 名、負傷者16名 、全壊4件、
大規模半壊 2 件、半壊 60 件、一部損壊 6,757件、倒木･停
電多数
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【大塚切れ洪水碑（淀川）】

【段倉（芥川）】

【T6 大塚切れ】 【S28 台風第13号による浸水】 【S42 北摂豪雨による女瀬川決壊】 9

【大塚切れ洪水碑】

【段倉（芥川）】



これまでの主な浸水被害（平成24年集中豪雨）

浸水区域

JR高槻駅北側

高槻市野見町

〇平成24年8月14日にこれまで経験したことのない集中豪雨（時間最大雨量110mm/hr,総雨量216mm）が発生。
下水道の処理能力を超える降雨による内水はん濫により、床上・床下合わせて約900件という甚大な浸水被害を受けた。

〇下水道の計画規模を大きく超える集中豪雨や都市化の進展に伴う流出形態の変化などによる内水はん濫の発生に
速やかに対応することが必要である。
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道路の浸水被害



 国管理区間では淀川水系河川整備計画（R3.8変更） に基づき河道掘削等を実施。
 大阪府管理区間では淀川右岸ブロック河川整備計画（H30.7改定）に基づき、河道拡幅や橋梁架替等を実施。
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流域水害対策として取り組んでいる事例（国・大阪府）

芥川 女瀬川

淀川

【芥川・女瀬川合流部付近】

【芥川河川整備（国）の河道掘削状況】

2.7k 城西橋

大阪府
整備対象区間

L=3.6km
河床掘削
橋梁架替等

大阪府
整備対象区間

L=1.6km
河道拡幅等

国交省
整備対象区間

L=2.7km
河道掘削
堰改築等

7.4k 塚脇橋

※1.5K地点まで掘削済



流域水害対策として取り組んでいる事例（大阪府）

西之川原橋

整備対象区間
L=3.6km

堤防補強
対策区間

 芥川改修にあたり、最下流部にあるJR京都線の芥川橋梁の架替が必要。
 高槻市では、JR京都線の鉄道高架化を検討中であり、現在、高槻市・大阪府・JR西日本にて、鉄道高架化と併せた芥川橋梁の架替

等について協議・調整中。
 H29年度以降、JR京都線（芥川橋梁）下流～芥川橋上流区間において、堤防補強工事を実施しておりR7年度完成予定。

JR芥川橋梁 

裏法Co被覆

ブロック張

堤防天端保護

ブロック張
裏法Co被覆

0 500m

JR芥川橋梁 

堤防天端保護
（舗装）

0 100m
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流域水害対策として取り組んでいる事例（高槻市）

雨水取口整備 局所的浸水対策

出前講座＆市民避難訓練

重点地区

1.雨水対策施設の整備

雨水対策として、これまでの下水道を中心とした雨水排水施設整備に加え、計画降雨（10年確
率降雨 48mm/h）を超える降雨時のピーク流出量を抑える対策として、大型の雨水貯留施設の
設置などを行う。

2.雨水流出抑制・保水機能
の保全

開発時における雨水流出抑制や農地・森林
の保全、雨水利用の促進を行う。

雨庭による雨水流出抑制施設
（駒音公園）

3.水害に対する備え

浸水に強い家づくりや情報提供の充実、地
域の防災力の向上に関する取り組みを行う。

○高槻市では平成２４年の集中豪雨で発生した浸水被害を契機に総合的な雨水対策を行う必要があることから、
 平成２７年２月に「高槻市総合雨水対策アクションプラン」を策定。浸水多発地区を中心に「重点地区」を定め、
ハード対策に加え、ソフト対策と自助・共助を組み合わせた総合的な雨水対策により浸水被害の最小化を図る。
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B ブロック 
D ブロック 

A ブロック 

13



流域水害対策として取り組んでいる事例（高槻市）

（R7年3月時点）
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凡例（浸水深）

※対策前のシミュレーション結果

雨水貯留・流出抑制施設 整備状況

雨水貯留施設（高槻城公園）

雨水貯留施設（安満遺跡公園 ）

雨水流出抑制施設
（高槻城公園芸術文化劇場 外堀）

緊急交通路

重点地区

　　

浸水深20cm以上45cm未満

浸水深20cm未満

浸水深45cm以上

凡　　例

雨水流出抑制施設(市立小学校）
浸水想定（既往最大降雨110mm/hr)と雨水貯留・流出抑制施設の整備状況

凡例（雨水貯留・流出抑制施設）

雨水流出抑制施設
（公共整備）
雨水流出抑制施設
（民間整備）
雨水貯留施設



流域水害対策として取り組んでいる事例（京都府・京都市）

災害からの安全な京都づくり条例～重要開発調整池の設置等義務化～

○京都府では平成29年7月に「災害からの安全な京都づくり条例」を施行し、京都府管理河川の

流域における1ha以上の開発行為に対して、重要開発調整池の設置を義務付け、流域での

治水安全度向上を図る取り組みを実施している。

※京都市では、1ha未満の開発行為に対して、
別途雨水流出抑制施設の設置を指導している。

15



流域水害対策計画（素案）の想定
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浸水被害の最小化を目指し、芥川流域での流域水害対策として以下のような取り組み例が想定される。
①氾濫を出来るだけ防ぐ・減らす対策 河川・下水道・雨水貯留浸透施設、農業用施設の老朽化対策、被災森林の再生
②被害対象を減少させるための対策 貯留機能保全区域、立地適正化計画の修正、防災指針の作成
③被害の軽減早期復旧・復興の対策 ハザードマップ更新、防災教育、マイタイムライン、ワンコイン浸水センサ 等

①氾濫を出来るだけ防ぐ・減らす対策

②被害対象を減少させるための策①氾濫を出来るだけ防ぐ・減らす対策

①氾濫を出来るだけ防ぐ・減らす対策
③被害の軽減早期復旧・復興の対策

②被害対象を減少させるための対策

①氾濫を出来るだけ防ぐ・減らす対策

河道掘削

雨水貯留施設

雨水取口整備

森林整備

雨水貯留浸透施設（例）

ワンコイン浸水センサ（例）

大
阪
府

京
都
府

高
槻
市

京
都
市

堤防の整備、河床掘削、護岸工等

雨水管整備

雨水ポンプ増強

ハザードマップ更新
森林整備

下水道施設の老朽化対策事業

雨水貯留浸透施設整備

農業用施設（排水機場）の老朽化対策

森林環境税の活用



芥川特定都市河川流域の追加指定

 特定都市河川流域の指定にあたっては、当該水域が流域治水に係る施策を講じる区域であることを踏まえ、下水道の排水区域を含む
降雨が当該特定都市河川に流出する「集水域」、そして当該特定都市河川からの氾濫が想定される「氾濫想定区域」について指定する。

 氾濫想定区域のうち集水域を越える区域がある場合、当該区域内では、法第30条に規定する雨水浸透阻害行為について同条の許可
に係らしめる必要がないことから、過度な規制とならないよう留意する必要がある。

 流域水害対策計画を策定するときは、「氾濫想定区域のうち集水域を越える区域における法第30条第1号～第3号に掲げる行為は同
法第30条の許可の対象外である」旨を明示し、氾濫想定区域のうち集水域を越える区域を特定都市河川流域として追加指定した後、
直ちに計画策定の手続きを行うことが必要である。なぜなら、当該区域を特定都市河川流域に指定してから計画の策定までの間、当該
区域内における雨水浸透阻害行為を許可に係らしめることがないよう措置する必要があるからである。

（出典：解説・特定都市河川浸水被害対策法施行に関するガイドライン 令和7年3月（Ver.1.1） P2-5～9）

（出典：解説・特定都市河川浸水被害対策法施行に関するガイドライン 令和7年3月（Ver.1.1） P2-8）

＜追加指定の流れ＞

① 特定都市河川及び特定都市河川流域（集水域）を指定

②-1 芥川流域水害対策協議会を設立

②-2 芥川流域水害対策計画案の検討

  ③-1 特定都市河川流域の追加指定（氾濫想定区域）

③-2 芥川流域水害対策計画の策定 
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